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広報きたしおばら ②

市
町
村
に
お
い
て
、
住
民
の
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
住
所
な
ど
法
律
で
決
め
ら
れ
た
事

項
を
載
せ
た
も
の
を
住
民
票
と
い
い
、
そ
れ
を

ま
と
め
た
も
の
が
住
民
基
本
台
帳
で
す
。
住
民

基
本
台
帳
は
、
市
町
村
が
整
備
管
理
し
、
国
民

健
康
保
険
や
国
民
年
金
、
児
童
手
当
の
支
給
な

ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
票
は
、
住
所
な
ど
を
証
明
す
る

書
類
と
し
て
、
そ
の
写
し
を
自
分
の
住
ん
で
い

る
市
町
村
の
窓
口
で
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
に
住
民
票
コ

ー
ド
番
号
（
11
ケ
タ
の
番
号
）
が
付
番
さ
れ
、

住
民
票
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
総
務
大
臣

が
指
定
し
た
指
定
情
報
処
理
機
関
（
全
国
セ
ン

タ
ー
）
並
び
に
都
道
府
県
が
、
各
市
町
村
か
ら

集
ま
る
住
民
情
報
（
氏
名
・
生
年
月
日
・
性

別
・
住
所
・
住
民
票
コ
ー
ド
な
ど
必
要
最
小
限

の
関
連
情
報
）
を
本
人
確
認
情
報
と
し
て
、
記

録
・
保
存
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
共
通
の
方
法
で
本
人
確

認
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
国
の
機
関
等
で
の
手

続
き
や
届
出
が
簡
略
化
さ
れ
ま
す
。

▲住民基本台帳のネットワーク化により様々
なサービスが提供できるようになります。

平
成
11
年
８
月
の
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
全
国
民
を
対
象
と
し
た
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下
『
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
』
と
い
う
。）
が
、

平
成
14
年
８
月
か
ら
一
部
稼
動
し
、
平
成
15
年
８
月
か
ら
全
部
稼
動
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
全
国
の
市
町
村
と
都
道
府
県
及
び
国
の
機
関
が
専
用
の
回

線
で
結
ば
れ
ま
す
。

本台帳
クシステム
て 進 行 中 ！

向 上 を 目 指 し て
した『住民票コード』を、各世帯毎に通知する予定です。
●問い合せ先：村住民生活課 住民生活係　 ０２４１・23・３１１１ （内線３１１）

今
後
ど
う
変
わ
る
か
？

住
民
基
本
台
帳
と
は



③ 広報きたしおばら

①
住
民
の
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
に
住
民
票
コ

ー
ド
を
付
番
し
、
住
民
票
に
記
載
し
ま
す
。

（
付
番
さ
れ
た
番
号
は
、
各
世
帯
毎
、
皆
様

に
通
知
し
ま
す
。）

②
恩
給
・
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
や
建
築
士

の
免
許
、
不
動
産
鑑
定
士
の
登
録
な
ど
の
各

種
資
格
の
申
請
手
続
き
の
際
に
、
住
民
票
の

写
し
を
と
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（『
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
』
と

い
う
。）
が
、
住
民
の
方
か
ら
の
申
請
に
よ

り
、
各
市
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り

の
個
人
情
報
等
を
記
憶
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
カ
ー
ド
で
、
こ
の
カ
ー
ド
を
各
市
町
村
の

窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
本
人
の
確
認
が

で
き
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
全
国
の
市
町
村
の
窓
口
で
住
民
票
の
写
し
が

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
住
民
票
の
広

域
交
付
）

③
住
所
の
異
動
届
は
、
転
入
先
の
市
町
村
の
窓

口
で
の
手
続
き
一
回
で
済
み
ま
す
。
他
の
市

町
村
に
引
っ
越
し
す
る
と
き
に
、
今
ま
で
は
、

双
方
で
の
手
続
き
が
必
要
で
し
た
が
、
今
住

ん
で
い
る
市
町
村
に
一
定
の
事
項
を
記
入
し

た
転
出
届
を
郵
送
し
、
引
越
し
先
の
市
町
村

の
窓
口
で
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
提
示

す
る
だ
け
で
、
転
入
手
続
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。（
転
入
転
出
の
特
例
）

個
人
情
報
の
保
護
は
、
最
も
重
要
で
す
の
で
、

万
全
の
対
策
を
と
り
ま
す
。

①
専
用
の
回
線
に
よ
り
情
報
を
暗
号
化
し
て
送

り
ま
す
。

②
通
信
相
手
と
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
相
互

認
証
を
行
い
、
操
作
者
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
暗

証
番
号
で
制
御
し
ま
す
。

③
他
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
不
法
侵
入
を
防
ぐ
装

置
を
設
け
、
通
信
を
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

上
の
処
理
に
関
わ
る
も
に
限
定
し
ま
す
。

住民ネットワークシステムは住民の負担　
軽減・サービス向上を図るシステムです。

住民基
ネットワー
稼 動 に 向 け

住 民 サ ー ビ ス の
平成14年８月に、村民の皆さんひとりひとりに番号を付番

村民の皆さんも、住民基本台帳ネットワークシステムの構築にご協力をお願い致します。

平
成
15
年
８
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
こ
と

▼
第

②
次
サ
ー
ビ
ス

平
成
14
年
８
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
こ
と

▼
第

①
次
サ
ー
ビ
ス

個
人
情
報
の
保
護
対
策



広報きたしおばら ④

「
第
５
回
雄
国
山
開

き
」
が
６
月
９
日
に
行

わ
れ
、
県
内
外
か
ら
約

８
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

快
晴
の
中
、
ま
ず
ラ

ビ
ス
パ
裏
磐
梯
駐
車
場

で
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全

を
祈
る
安
全
祈
願
祭
を

行
い
、
そ
の
後
参
加
者
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
分
乗
し
て
雄
子
沢
口
へ
移
動

し
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
雄
国
せ
せ
ら
ぎ
探
勝
路
」
か
ら
雄

国
沼
に
到
着
す
る
と
、
満
開
と
な
っ

た
紅
色
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
参
加
者

を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
者
は
山
頂
で

お
昼
を
摂
り
な
が
ら
雄
国
の
素
晴
ら

し
い
眺
め
に
満
喫
し
ま
し
た
。

下
山
後
に
は
栄
養
満
点
の
と
ん
汁

や
、
参
加
記
念
品
、
ラ
ビ
ス
パ
入
場

割
引
券
な
ど
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

最
後
は
ラ
ビ
ス
パ
の
温
泉
に
入
り
、

体
と
心
の
疲
れ
も
と
れ
て
大
満
足
の

様
子
で
し
た
。

第５回



⑤ 広報きたしおばら

６
月
15
日
に
喜
多
方
市

の
道
の
駅
蔵
の
郷
で
開
か

れ
た
大
峠
レ
イ
ン
ボ
ー
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
２
で
は
、

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
踊
、
物

産
展
、
個
別
体
験
コ
ー
ス

な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
企
画
さ
れ
大
勢
の
参
加

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

北
塩
原
村
の
物
産
展
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
特
産
物
の

販
売
、
桜
オ
ー
ナ
ー
の
募

集
を
お
こ
な
い
多
数
の
お

客
様
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

★運行期間

★運行時間

【予約・お問合せ先】

７月１日（月）～11月20日（水）

８：３０～１６：４５

※予約制となっておりますので、前日までの予約が必要です。

ＮＰＯばんだい２０００事務所

０２４２－６４－３３８３

裏磐梯観光協会

０２４１－３２－２３４９

ラビスパ裏磐梯

０２４１－３３－２２００



広報きたしおばら ⑥

生涯
こころに豊かさを

学習

マナビー
生涯学習の
シンボルマーク

ひとりがいい！ふたりもいい！
仲間が多ければもっと楽しい！
生涯学習プラン等に
こぞって、ご参加ください！

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
北
山
チ
ー
ム

▲ソフトボール優勝大塩チーム

マッサージの仕方を熱心に学ぶ
候補選手

桧原裏磐梯教養講座

５月22日・30日の２回に渡り講
師太田富士雄先生を迎え開催しま
した。先生の愉快なお話を交えな
がら、参加者の皆さんは楽しく汗
を流しました。

６月８日、公民館にて、ふくしま駅伝村候補選手の顔合わせ会
が行われ､練習計画の確認などを行いました。
会に先立ち、ＭＳＣ筋肉相談室主宰でトレーニング指導士の島田
一郎先生により『アスリーのためのコンディショニング』と題した
実技講習会が開催されました。
候補選手たちは、マラソンの藤田敦史選手やスキーの里谷多英

選手などの有名選手とのエピソードに熱心に耳を傾けると同時に、
ウォーミングアップやスポーツマッサージの手ほどきを受けなが
ら、今後の練習に向けての決意を新たにしていました。

第
55
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
県
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
北
塩
原
村
大
会
は
、

６
月
16
日
（
日
）、
村
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
･
村
民
体
育
館
を
会
場
に
、
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
２
つ
の
競
技
で
、
耶
麻

方
部
大
会
の
出
場
権
を
か
け

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

☆
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
　
大
塩
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
裏
磐
梯
チ
ー
ム

第
３
位
　
　
北
山
チ
ー
ム

☆
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
　
北
山
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
桧
原
チ
ー
ム

第
３
位
　
　
大
塩
チ
ー
ム

優
勝
し
た
両
チ
ー
ム
に
加

え
、
裏
磐
梯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
と
北
山
卓
球
ク
ラ
ブ

が
、
７
月
７
日
、
西
会
津
町

で
行
わ
れ
る
耶
麻
方
部
大
会

に
出
場
し
ま
す
。
各
チ
ー
ム

の
活
躍
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。



⑦ 広報きたしおばら

『
第
６
回
桧
原
地
区
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
開
催
さ
れ
る
』

天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
明
大
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

▲優勝杯を授与される氏家さん

せいじんセミナー

６月５日（水）せいじんセミナ
ーが開催されました。今回は北塩
原村郷土史研究会との共催で、受
講生40名が参加しました。渡部新
一先生を講師に迎え村内（桧原・
裏磐梯地区）の史跡・遺跡を見学
し、歴史の深さに感銘しました。

幼
稚
園
に
入
る
ま
え
の
お
子
さ

ん
と
、
親
の
た
め
の
教
室
「
こ
ど

も
ラ
ン
ド
」
が
６
月
25
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

第
１
回
目
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
土
橋

和
代
先
生
と
リ
ズ
ム
体
操
や
新
聞

紙
遊
び
で
、
か
ら
だ
を
い
っ
ぱ
い

う
ご
か
し
ま
し
た
。

遊
ん
だ
後
の
お
や
つ
は
、
に
ん

じ
ん
ゼ
リ
ー
。
や
さ
い
が
苦
手
な

お
子
さ
ん
に
も
好
評
で
し
た
。

こ
ど
も
ラ
ン
ド
は
毎
月
第
４
火

曜
日
に
行
い
、
次
回
の
予
定
は

７
月
23
日
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
各
戸
配
布
の
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第２回村長杯村民ふれあいゴルフ大会は、６月23日（日）82名の参加を得て、大
玉村ＶＩＰロイヤルカントリークラブで開催されました。
あいにくの小雨模様となりましたが、各参加者は、ベストスコアをめざし、集
中してプレーしていました。

また、プレーの合間はもとより親睦会で
は１日を振り返りながらの楽しい会話が弾
み、和やかな雰囲気の中で参加者相互の親睦
がはかられました。
結果は次の通りです。
優　勝 氏家久之さん(裏磐梯)

グロス89,ハンディ18.00,ネット71.00
準優勝 唐木義則さん(裏磐梯)

グロス102,ハンディ30.00,ネット72.00

61
名
（
６
歳
〜
75
歳
）
が
参
加
し
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
又
大
会
終

了
後
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ウ
を
行
い
皆

で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

結
　
果

一
般
男
子
の
部

一
位
　
吉
田
　
清
一
（
金
　
山
）

二
位
　
遠
藤
　
正
彦
（
金
　
山
）

三
位
　
小
椋
　
芳
信
（
早
稲
沢
）

一
般
女
子
の
部

一
位
　
佐
藤
恵
美
子
（
早
稲
沢
）

二
位
　
小
椋
　
雅
子
（
早
稲
沢
）

三
位
　
佐
藤
美
智
子
（
早
稲
沢
）

60
歳
以
上
の
部

一
位
　
佐
藤
　
正
義
（
桧
　
原
）

二
位
　
小
椋
　
昭
雄
（
早
稲
沢
）

三
位
　
冠
木
　
幸
英
（
桧
　
原
）

芝
を
読
む
目
も
真
剣
で
す



広報きたしおばら ⑧

鉄分いっぱいで貧血が気になる人やお子さんにおすすめです！

（1人分のエネルギー312kcal、鉄分10.9mg）

＜材料＞５人分
ご飯……………………………550g
乾燥ひじき ……………………20g
あさり（むき身）……………100g
油揚げ …………………………２枚
だし汁……………カップ1・1/2
しょうゆ ………………大さじ３
酒 ………………………大さじ３
みりん …………………大さじ２
サラダ油 …………………大さじ１
さやいんげん …………………５本

＜作り方＞
①ひじきは水に戻して水気を切って
おく。あさりも水気を切る。油揚
げは熱湯で油抜きをしてから縦４
等分にし、細切りにする。

②鍋に油を熱して、ひじき、あさり、油揚げを炒め、煮汁の調味料を加え、煮
汁が1/3量くらいになるまで煮る。

③いんげんは筋を取り、電子レンジで固めに加熱し、斜め切りにする。
④炊きたてのご飯に②の具を混ぜ、味をみて煮汁を加える。器に盛り、、いん
げんを飾る。

集
団
検
診

月日

７／24
（水）

11／15
（金）

期間：８月１日（木）～８月31日（土）
村で指定した病院で受ける検診です。

会　　　　　　場

集団
検診

月日 会　　　　　　場

８／26（月）
８／27（火）
８／28（水）
８／29（木）
８／30（金）

７：15
～

８：15

早稲沢生活改善センター（桧原）
構造改善センター（北山）
構造改善センター（北山）
活性化センター（大塩）
自然環境活用センター（裏磐梯）

月日 受付時間 会　　　　　　場
・胃ガン検診　・結核検診
・血圧測定　　・肺ガン検診
・血液検査　　・尿検査
・心電図検査　・眼底検査
・大腸ガン検診容器配布

検　査　内　容

早稲沢生活改善センター（桧原）
自然環境活用センター（裏磐梯）
活性化センター（大塩）

保健センター
＊各地区マイクロバスで送迎します。

施設
検診

期間：８月１日（木）～９月30日（月）
村で指定した病院で受ける検診です。

構造改善センター（北山）
＊骨粗鬆症検診が同時に行われます。
（今年度は北山地区のみ）

月日
９：00～９：30
10：30～11：00
13：30～14：00

15：00～15：30

施設
検診

＊
集
団
検
診
で
の
検
診
録
（
カ
ル
テ
）
は
当
日
、

会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

事
前
配
布
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先：

北
塩
原
村
保
健
セ
ン
タ
ー

（
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金
山
　
　
澤
田
弥
子

大
塩
　
　
赤
城
セ
イ
子

剣
ヶ
峯
　
佐
藤
ト
メ

大
塩
　
　
穴
澤
エ
ミ
子

大
久
保
　
冨
田
供
子

剣
ヶ
峯
　
斎
藤
ト
シ
子

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

下
川
前
　
星
保
美
子

大
久
保
　
鈴
木
君
恵

下
川
前
　
星
ミ
サ
子

大
塩
　
　
五
十
嵐
良
子

上
川
前
　
斎
藤
冨
子

大
塩
　
　
高
橋
末
義

下
川
前
　
赤
城
キ
ヨ

曽
原
　
　
和
田
　
靜

大
塩
　
　
鈴
木
妙
子

桧
原
　
　
伊
藤
喜
代
志

北
山
　
　
吉
川
一
子

狐
高
森
　
宮
野
玉
枝

上
川
前
　
大
竹
英
子

剣
ヶ
峯
　
阿
部
久
仁
於

高
畑
か
お
り

佐
藤
宣
子

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

北塩原村の文芸活動は、会津の
歌壇、俳壇に大きな足跡を刻み
つつあります。

本年度の野生生物保護功労者表彰で、穴沢 栄
さん（桧原）が「環境省自然環境局長賞」を受
賞し、伝達式が役場で行われました。
この賞は、全国で１団体、個人4人が選ばれる
もの。穴沢さんは昭和38年から33年間、鳥獣保
護員として村の保護区内の巡視や狩猟の取り締
まりなどに尽力されました。
伝達式では、笹島会津振興局商工県民部長が表
彰状と記念品を村長立ち会いのもと、手渡しま
した。

日本赤十字福島県支部北塩原村分区は、社資
募集実績を着実に伸ばすなど、募集活動の功績
が認められ、全国赤十字大会において社業功労
者として特別表彰を受け、６月21日に日本赤十
字福島県支部谷口事務局長から表彰状が伝達さ
れました。



―
７
月
は
、

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動

強
調
月
間
―

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

は
毎

年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
実
施
さ

れ
、
今
年
で
52
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
一

環
と
し
て
毎
年
開
か
れ
る
、「
非
行

防
止
研
究
集
会
」
が
今
年
度
は
北
塩

原
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

▼
場
　
所

北
塩
原
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
非
行
防
止
研
究
集
会
で
上
映
予
定

の
ビ
デ
オ
「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
」
が
テ

レ
ビ
放
送
さ
れ
ま
す
。

▼
放
映
日

平
成
14
年
７
月
23
日
（
火
）

午
後
３
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
放
送
局

福
島
テ
レ
ビ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

m a t i o n
最
近
の
可
燃
ゴ
ミ
に
、
写
真
の
金

属
類
が
多
数
混
入
し
て
お
り
、
耐
火

物
や
灰
コ
ン
ベ
ア
ー
に
多
大
な
ダ
メ

ー
ジ
を
与
え
、
灰
コ
ン
ベ
ア
ー
が
非

常
停
止
す
る
こ
と
が
度
々
で
す
。

な
お
、
こ
の
写
真
の
金
属
類
は
４

月
15
日
か
ら
19
日
の
分
で
す
が
、
焼

却
灰
の
中
に
は
小
金
属
類
（
空
缶
等
）

も
多
数
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
不
燃
物
が
混
入
さ
れ
る

と
焼
却
炉
の
故
障
の
原
因
と
な
り
、

多
額
な
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。喜

多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場

広報きたしおばら ⑩

平
成
14
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金

保
険
料
は
国
に
直
接
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
保
険
料
の
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
に
す
れ
ば
納
め
忘
れ
も

な
く
な
り
ま
す
し
、
一
度
手
続
き
を

す
る
と
今
後
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
る
の
で
便
利
で
す
。

▼
手
続
き
の
方
法

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
印

鑑
・
預
金
通
帳
・
保
険
料
納
付
案
内

書
を
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

m a t i o n

やま

報
やま

報
５
月
31
日
に

７
月
18
日(

木)

午
後
１
時
〜

国
民
健
康
保
険
税
（
医
療
保
険
分
）

平
均
５．

６
％
引
き
下
げ

平
成
14
年
度
の
国
保
税
は
、
村
国

保
運
営
協
議
会
の
答
申
の
と
お
り
、

村
臨
時
議
会
で
次
の
と
お
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

◆
国
保
税
は
大
切
な
財
源
で
す

医
療
費
は
、
本
人

が
病
院
な
ど
で
支
払

う
分
（
３
割
又
は
２

割
）
を
負
担
し
、
残

り
（
７
割
又
は
８
割
）

を
国
保
が
負
担
し
て

い
ま
す
。

国
保
で
は
、
国
な

ど
か
ら
の
補
助
金
を

差
し
引
い
た
分
が
国

保
税
と
な
り
ま
す
。

◆
国
保
税
の
決
め
方
は
？

国
保
税
は
、
右
表
の
４
つ
の
項

目
の
合
計
に
よ
り
１
年
間
の
税
額

が
決
ま
り
ま
す
。

◆
国
保
税
を
下
げ
る
に
は

国
保
税
は
、
医
療
費
の
節
減
と

国
保
税
の
滞
納
解
消
で
さ
ら
に
引

き
下
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。日

頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
掛

け
医
療
費
を
節
約
し
、
き
ち
ん
と

国
保
税
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
医
療
保
険
分
の
一
人
当
た
り

平
均
課
税
額

４
９，

８
１
９
円

（
平
成
13
年
度

５
２，

８
０
１
円

▲
５．

６
５
％
）

◆
介
護
保
険
分
の
一
人
当
た
り

平
均
課
税
額

１
１，

０
１
４
円

（
平
成
13
年
度

１
１，

４
３
４
円

▲
３．

６
７
％
）

所得割
資産割
均等割
平等割

世帯の所得に応じて計算
世帯の資産に応じて計算
世帯の加入者数で計算
一世帯にいくらと計算

平成14年度国保税率

所得割
資産割
均等割
平等割

5.40%
24.60%
21,400円
23,900円

5.40%
20.70%
20,800円
22,200円

▲ 3.9％
▲ 600円
▲ 1,700円

平成13年度医療保険分 平成14年度 摘　　要

所得割
資産割
均等割
平等割

0.55%
3.11%
4,780円
3,150円

0.55%
3.11%
4,780円
3,150円

前年と同じ
〃
〃
〃

平成13年度介護保険分 平成14年度 摘　　要

その年に予測される
医療費
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よも

情
村
税
・
上
下
水
道
使
用
料
・
下
水

道
受
益
者
分
担
金
・
介
護
保
険
の
口

座
振
替
取
扱
い
店
が
増
え
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
各
銀
行
（
金
庫
）
と

も
猪
苗
代
支
店
・
喜
多
方
支
店
（
金

庫
）
の
み
の
取
扱
い
で
し
た
が
、

全
支
店
で
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

▼
取
扱
金
融
機
関

＊
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
本
店
・
各
支
店

＊
東
邦
銀
行

本
店
・
各
支
店

＊
福
島
銀
行

本
店
・
各
支
店

＊
大
東
銀
行

本
店
・
各
支
店

＊
会
津
信
用
金
庫

本
店
・
各
支
店

＊
郵
便
局

全
国
ど
こ
か
ら
で
も

よも

情
夏
の
風
物
詩
、
裏
磐
梯
火
の
山
ま

つ
り
が

午
後
６
時
30
分
よ
り
桧
原
湖
畔
・
第

一
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
内
　
容

○
午
後
６
時
30
分

磐
梯
高
原
先
人
供
養
慰
霊
祭
並
び

に
安
全
祈
願
祭

○
午
後
７
時

火
の
山
ま
つ
り
開
会
宣
言

８
月
１
日
か
ら

７
月
21
日
（
日
）

○
午
後
７
時
10
分

燈
籠
流
し

○
午
後
７
時
30
分

仮
装
盆
踊
り
大
会

○
午
後
８
時
30
分

花
火
大
会

○
午
後
９
時
30
分

終
了
宣
言

※
雨
天
順
延
（
小
雨
で
決
行
す
る
か

は
、
当
日
の
午
後
２
時
に
実
行
委

員
会
で
決
定
し
ま
す
）

▼
主
　
催

裏
磐
梯
火
の
山
ま
つ
り

実
行
委
員
会

▼
主
　
管

北
塩
原
村
・
裏
磐
梯
観
光
協
会

▼
事
務
局
　
裏
磐
梯
観
光
協
会

32
・
２
３
４
９

磐磐磐梯梯朝朝日日国国立立公公園園
雄雄子子沢沢川川駐駐車車場場ををごご利利用用のの皆皆様様へへ

磐梯朝日国立公園の雄子沢川駐車場が、拡
張工事のため６月10日～11月30日までの間
利用できなくなります。
雄国沼へ行かれる方は、「ラビスパ裏磐梯」
の駐車場から「雄国パノラマ探勝路」を経由
して、ご利用願います。
皆様には、大変ご迷惑をおかけしますが、

ご理解とご協力をお願いします。

本
校
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
勉
強
し

た
い
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
左
記
に

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

８
月
１
日
（
木
）
〜

８
月
23
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
　

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼
受
講
料

６
、
１
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

９
月
５
日
（
木
）

９
月
６
日
（
金
）

▼
講
習
期
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
の

２
日
間

▼
内
　
　
容
　

パ
ソ
コ
ン
　
ワ
ー
ド
初
級

▼
講
習
場
所
　

県
立
会
津
高
等
技
術
専
門
校

耶
麻
郡
塩
川
町
大
字
遠
田
字

沼
上
１
９
０
０

※
申
し
込
み
用
紙
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

０
２
４
１
・
27
・
３
２
２
１

０
２
４
１
・
27
・
３
３
１
２

●職　　種 消防吏員
●採用予定
人　　数

●受験資格 昭和52年4月2日から昭和60年4月1日までに生まれた者
で学校教育法による高等学校以上の学校を卒業した者及び
平成15年3月卒業見込みの者（性別は問いません。）
＊消防吏員として職務遂行に必要な条件があります。詳し
くは下記消防本部総務課まで

★試験の方法
一次試験
●期　　日 平成14年９月22日（日）
●場　　所 県立喜多方工業高等学校
二次試験
一次試験合格者に対して、合格通知の際にお知らせします。

★受験申込用紙の請求方法
受験申込用紙は、本村役場総務課、裏磐梯支所、桧原出張所で交付し
ます。
●受付期間
平成14年７月17日（水）～８月16日（金）までの午前8時
30分から午後5時15分まで（土、日、祝日を除く）＊郵便による
申込書提出の場合は、８月16日（金）までの消印有効
●お申込み・お問い合わせ先

福島県喜多方市字屋敷免３９５８番地
喜多方地方広域市町村圏組合消防本部総務課

０２４１-２２-６２１１（内線２３１）

代替駐車場「ラビスパ裏磐梯」への案内図

喜多方地方広域市町村圏組合消防吏員
（高卒以上）採用候補者試験

平成15年度
喜多方地方広域市町村圏組合消防吏員
（高卒以上）採用候補者試験

若干名
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私の出身地
は、中国の四
川省 楽山とい
う所です。世
界的にも有名
な峨眉山や、
全長71メートル
もある大仏があ
るところです。
北塩原村にはじめ

て来たときの印象は、高
い建物が無く、のんびりした感じで「田舎だな～」
って思いました。また、故郷では、夜遅くまでお
店が開いてたりして結構賑やかでしたが、こちら

では夜になると人通りが少なく、寂しく
感じます。
北塩原村のいい所は、近所の方々が
よく声をかけてくれて、親切に面倒を
見てくれる所です。寂しさを感じると
きも少なくなり、とても嬉しく思いま
す。この間は、隣組の旅行にも一緒に行
ってきました。
日本食で嫌いなのは「納豆」。好きなもの

は…「おいしいもの」（笑）おいしいものは何
でも好きです。
今は、子供の世話で手がいっぱいですが、子供
が大きくなったら何か趣味でも持とうかと考えて
います。

汪
ワン

群
チューン

さん大　塩

■■■■■　　　　■■■■■
第19回

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

７
月
25
日
（
木
）

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

23
―
０
５
３
４

行
政
相
談
委
員
　
遠
藤
聖
一
郎

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
６
月
分

国
民
年
金
　
　
　
　
　
　
　
７
月
分

国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
１
期
分

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
　
１
期
分

所
得
税
予
定
納
税
　
　
　
　
１
期
分

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
５
月
分

国
民
年
金
　
　
　
　
　
　
　
６
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金
　
　
１
期
分

村
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
１
期
分

休日当番医

医療生協 きたかた診療所 … 2 3 - 3 6 1 1

君島クリニック…… 24 - 5800

高橋小児クリニック … 25 - 7066

市役所前の診療室 大竹内科… 22 - 0241

斎 藤 医 院………… 22 - 0212

藤 井 医 院………… 23 - 0023

第二次救急当番医

県立喜多方病院…… 22 - 2181

鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333

有 隣 病 院………… 24 - 5021

入 澤 病 院…………

佐 原 病 院…………
22 - 0267
22 - 5321

有 隣 病 院…… 24 - 5021

小 野 病 院………… 22 - 0414

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

お
誕
生
お
め
で
と
う
！
《
６
月
》

五
十
嵐
香
琳

か
り
ん

（

修
・
子
）
松
陽
台

樟
山
　
明
莉

あ
か
り

（
朝
彦
・
子
）
北
山
二
区

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

五
十
嵐
忠
次
郎
（
ヨ
シ
ヱ
・
夫
）
大
塩
上
区

穴
澤
　
章
二
（
裕
幸
・
父
）
桧
　
原

大
沼
　
金
吾
（

勝
･
父
）
剣
ケ
峯

小
椋
　
民
　
（
喜
代
一
・
父
）
剣
ケ
峯

遠
藤
太
左
衛
門
（
龍
記
・
父
）
大
塩
上
区

小
椋
　
義
美
（
文
枝
・
父
）
早
稲
沢

柏
谷
ス
イ
ノ
（

功
・
姉
）
早
稲
沢

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！
《
６
月
》

鍋
岡
　
丈
仁
（
静
岡
県
）

五
十
嵐
由
紀
（
関
　
屋
）

（

今回は、桜を50本購入された宮西信治さんをご紹介しま
す。
宮西さんは、海外で緑化のボランティア活動をされるなど、
緑化や植樹に高い関心をもっておられます。
桜の植樹事業に興味を示し、ぜひ現地を見たいとの強い要
望があり、桜峠を案内したところ、隣接するラビスパや飯豊
連峰のすばらしい眺望に満足され、50本を申し込みされま
した。
また、首都圏の友人の方々にも勧めるからとお話をされて
いました。

中華人民共和国

楽山


